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月に一回、日本に帰国 

日本酒エヴァンジェリスト 

週末ミュージシャン 

Kubernetesエコシステム業界でのネットワーク



Kubernetes動向を数字で

388,100：GitHubにおける、K8Sに対するコメントの数。第2位
はOpenShift Originで、91,100 

$27億ドル：451 Research社による、2020年におけるK8Sの市
場規模予測。2016年の3.5倍 

47%：OpenStack User Surveyによる、OpenStack上でK8Sを使
用しているユーザ数 

71％：New Stack誌によるユーザアンケートで、K8Sの導入理由
を「スケーラビリティ」と回答している人の割合



Kuberbetesの生い立ち
歴史：  
ラップトップ上で動くLinuxコンテナ：テスト／実験  
＝＝＞ 3、4年の間にクラウドネーティブアプリを開発するデファクトに成長  

昔のコンテナ：  
FreeBSD: Jails  
Solaris: Zones  
Cloud Foundry: Warden  
LXC (Linux Containers) 

GlueCon 2014にて  
Joe Beda氏：Googleでは20億のコンテナを毎週生成していると紹介：Borgの運用  
Borgは2014年にOSSとして公開、2015年にCNCFに寄贈  

今日 
Google, IBM, MicrosoftはK8Sベースのコンテナサービスを提供開始  
AWSもEC2コンテナサービスを提供し、最大級のK8Sクラスターを運用  
Pearson（教育）、Philips（家電）、Ticket Master、eBay、New York Times等大手のユーザも増える 



Kubernetesに関わる買収

企業 買収先企業 買収目的 買収日付 金額

Red Hat CoreOS 商用版Kubernetes(Tectonic)の取得 1/30/2018 ＄250M

Red Hat Codenvy クラウドネーティブ開発ツール 5/25/2017 非公開

Oracle Wercker クラウドネーティブアプリ運用 4/17/2017 非公開

Microsoft Deis Kubernetesワークフローツール 4/10/2017 非公開

Mirantis TCP Cloud CDツール 9/15/2016 $30M

Cisco Container X コンテナ技術 8/30/2016 非公開

Century Link ElasticBox マルチクラウドアプリ管理 6/14/2016 $20M

Apprenda Kismatic 商用版Kubernetes 5/19/2016 非公開



CNCF
KubernetesはCNCFの管理下 

IT企業36社がCNCFの傘下でKubernetesの共通仕様の開発に賛成 

このレイヤーでの競合は長期的視野では価値が少ない、という共通意識 

さらに上のレイヤーでのツールで差別化を狙うことで合意 

Kubernetes ＝ ”Linux of the Cloud” 

ちなみに、AWSは参加していない。 



代表的なベンダー



Kubernetes

Dockerのみならず、rkt(CoreOS) や他のコンテナフォーマットをサポート  

カスタマイズが容易で、独自のスケジューラやネットワーク／ストレージ管理、監視ツー
ルを採用可能 



Docker Swarm

コンテナは全てruncベース（OCIに寄贈した仕様）  

コンテナのライフサイクルはContainerdを採用  

コンテナのオーケストレーションはDocker APIを採用 



Apache Mesos

Docker SwarmやKubernetes以前から存在するクラスター管理ツール  

ZooKeeperはコンテナ以外のワークロードのオーケストレーションもできる  

独自のAPIを提供、複雑でありながらもKVMやvSphereもサポート 



Google Container

Google Cloud Platform上で提供されるKubernetesのサービス



Tectonic

	CoreOS社の提供するソリューション。Red Hatの買収により、Open Shift
との統合が想定される



Apprenda Kismatic

Windows .Netベースのアプリに加え、Hyper-Vベースののコンテナ化を強みとしている 

	Namespace、オーバーレーネットワーク、iptable、等、Linux固有の機能をWindowアプリ
向けに実装



KubeCon2017のトレンド



多く登場したキーワード



SideCar

Kubernetesで管理できる最小単位であるPodの中に、
複数のコンテナを稼働させることができるが、
Sidecarはコンテナの一つとしてPodの中にある主要な
コンテナの横で稼働させることができる。Podの監
視、ログ収集、サービスプロキシ、等、運用周りの機
能を提供する仕組みの一つとして利用されます。した
がって、多くのエコシステムベンダーはSidecarとして
KubernetesクラスターのPod毎にエージェントを配置
する手段をしてとってます。



Service Mesh

一般的にサービスメッシュとは、マイクロサービスを
構成するサービス間のネットワークのことを指します。
具体的には、このネットワーク上での複数サービス間
の負荷分散、認証、監視、障害回復、等の運用を可能
にするためのメカニズムを、Pod内にSidecar（Envoy
と呼びます）を実装することによって提供されます。



SPIFFE  
(Secure Production Identity Framework For Everyone)

グローバル（クラウドプロバイダ間も含め）にサービ
スのIDを定義し共有できるための手法。サービス毎の
IDの仕様であるURI (Uniform Resouce Identifiers)と、
それを暗号化する手法であるSVID (SPIFFE Verfiable 
Identity Document)と、SPIFFE IDの運用をするための
APIであるWorkload APIの3つの仕様が定義されてい
る。



CNCFで意識すべきプロジェクトやツール

CNCFは現在16のプロジェクトが登録。さらにエコシ
ステムベンダーが提供する様々なツールが登場してま
す。その中で注目されているものをいくつか列挙しま
す。



Istio
Google、IBM、Lyft社で共同開発。マイクロサービス環境に
おけるサービス間の接続、管理を行うためのプラットホーム。

Control Plane側から次のAPIを提供：


Pilot：サービス間通信（HTTP, gPRC, WebSocket, TCP, 
等）の自動的な負荷分散


Istio-Auth：サービスに対するアクセス管理機能のAPI


Mixer：サービスの性能監視やログ管理などを行うため
のデータ収集


Kubernetesでのコンテナ運用がプロダクションに移行し、シ
ステムの規模が大きくなって来ると、全体の運用管理を一括
して提供できるツールとして大きく注目されている。


Kubernetesのプロジェクトでもある、LinkerdはTwitter社が
開発したService MeshのProxyコンポーネントであるが
(Envoyと同等)、2017年の7月にはLinkerdがIstioと統合


Linkerdの商用版を開発しているBuoyant社は、Conduitと呼
ばれるServer Mesh機能を開始。K8S専用である事と、超軽
量なRustと呼ばれるプロキシ(Envoy相当)を提供



Kata Containers
軽量化VMスタック：性能面のオーバヘッ
ドを加えず、コンテナのisolationをVMで確
保する技術(1 コンテナ on 1 VM)


VMはKVMベースで、今後Xenもサポート予
定。VMWareは自社開発しているため対象
外(vSphere Integrated Containers)


Open Stack Foundationの新規プロジェク
トとして12月に発表されたばかりの技術。


Intelの開発したコンテナプラットホーム 
Clear Containerと、HyperHQ社の runVと
いう技術がベース


Clear Containerのコンテナセキュリティ技
術はCoreOSのrktでも採用されている。



Helm Charts

複数のKubernetesデプロイメントの
設定情報をテンプレート化し、パッ
ケージ化する事により容易に再生、
バージョン管理、ロールバック、等の
運用ができるようにする仕掛け


Chartはパッケージ化されたフォー
マットで、Helmはそれを管理する
ツールの名称。


プロダクション環境で大量のコンテナ
を運用する際に、各々のKubernetes
のリソースを一括管理し、CI/CDプ
ラットホーム化するのに非常に便利。
自由に引用できるパブリックなChart
レポジトリも存在する。



Rook

分散ストレージをKubernetes上で実
装、運用管理するための機能。プロ
ビジョニング、セキュリティ管理、
ポリシー管理、ライフサイクル管理、
リソース管理など、ストレージ運用
に必要な機能をKubernetes環境下で
自動化することができるようになる。

当面はCephのブロックストレージだ
けをサポート、今後、Cephのオブ
ジェクトストレージや他のストレー
ジもサポートする予定


CNCFの15番目のプロジェクトとし
て採用



Kubernetesプロダクション導入の留意点
リソースの上限／下限の設定：  
コンテナ／ポッドに対して提供されるリソースを明確化し、
不要なリソース消費を避ける 

重要性の高いワークロードとそうでないワークロードの明
確な区別： 
重要性に応じてコンピュートリソースとスケジューリング
を規定 

ノードセレクターとノード名：  
スケジューラが、各コンテナを適切なスペックを持つノー
ドに配置する為の仕組み 

Liveliness ProbeとReadiness Probe： 
Liveliness Probeは停止したコンテナの再起動、Readiness 
Probeは通信可能なコンテナを検知する機能で、いずれもプ
ロダクション環境には必須 

テレメトリー（監視データ）：  
各ノード毎にDaemonSet等のエージェントを配置し、クラ
スターやポッドのCPU/メモリ使用状況等のテレメトリー
データを収集する事が重要。監視ツールはこれらのデータ
を元に対策を自動化できる。

Kubernetesバージョンアップデート管理： 
バージョンアップデートに伴う、ノードの管理が重要で、
システム全体に悪影響を及ぼさないように配慮することが
重要。詳細はここ 

HA構成による可用性の確保： 
マルチマスター等、障害に対するリスクを低減する施策が
必要。 

リソース定義情報(YAML/JSON)をソース管理： 
重要な情報ゆえに、ソースコードと同じRepoで管理するこ
とが重要 

クラスターのセキュリティ： 
認証機能等、アクセス管理の仕組みをしっかり構築する必
要があります。 

Kubernetes属性情報のバックアップ： 
K8S関連データはすべてetcdで記録されています。このデー
タは絶対に無くしたく無いのでしっかりバックアップを。 

ログ収集の設定： 
Fluentd等のログ収集ツールを導入し、全てのノードとコン
テナのログ情報を一箇所に集約することが重要



エコシステムの状況



Cloud Native Landscape 
Project Kubernetesエコシステム



アプリケーション開発ツール

言語フレームワーク、データ分析、 

ストリーミング 

SCM 

アプリ統合、レジストリサービス 

CI/CDツール



オーケストレーション／運用管理

オーケストレーション： 

Kubernetes, Mesos, Swarm, Nomad 

サービスディスカバリ： 

etcd, Consult, ZK, CoreDNS 

サービス管理： 

linkerd, gRPC, envoy



ランタイム ツール

ストレージ： 

Minio, ClusterHQ, ceps, GlusterFS 

コンテナランタイム： 

OCI, Docker, Rkt 

ネットワーキング： 

Canal, CNI, Weavenet, libnetwork



プロビジョニング ツール

インフラ自動化： 

Terraform, CloudFormation 

ホスト運用管理： 

Ansible, Chef, Puppet, Salt 

セキュリティ： 

Clair, Twistlock



インフラ

クラウドプラットホーム／基盤技術 

AWS, GCP, Azure, Bluemix, DigitalOcean, Openstack, 他 

このカテゴリーはCNCFの対象外



プラットホーム

PaaS、コンテナ運用


サーバレス／イベントベース



監視／分析
監視


ログ収集／分析


トレーシング



今後の流れ

日本国内の大方のIT企業がK8S市場に移行 
OpenShift陣営： 

プライベートクラウドでのコンテナでのIT資産の
高効率運用 
パブリッククラウドへの資産流出の歯止め戦略 
レガシー流儀のセキュリティ保全を保証 

SIベンダー： 
オープンソース事業への取り組み姿勢としてK8S 
顧客への次世代ソフトウェア開発プラットホーム
の提案 
• クラウドネーティブ化 
• アジャイル開発 
• マイクロサービス導入 
• コンテナ技術導入 
• DevOps文化導入

米国大手IT企業が本格的に市場参入 (主要事業を守るた
めの戦略に利用） 

AWS/Azure/GCPのクラウドサービスとしてのK8S
事業 ==> クラウドプラットホーム囲い込み戦略 
Red Hat OpenShift事業 ==> RHEL囲い込み 
HPE, Cisco, IBM ==> 自社HW/ソリューション事業
の販売促進 
VMWare ==> VM上での自社コンテナソリューショ
ン 
PaaSベンダー(CloudFoundry/Pivotal, Heroku, etc…) 
==> 独自のコンテナプラットホームを提供開始 
DevOpsベンダー（Chef, Puppet, CloudBees, etc..) 
==>  

買収戦略が進む 
Docker、Canonical、等のまだ独立系のベンダーの
exit先 
K8Sエコシステムベンダー： 

CNCFプロジェクトに昇格 
ベンダー同士の合併 
上記主要IT企業に売却


